
次
の
大
会
は
、
６
月
20
日
に
行

わ
れ
る
。
こ
の
大
会
は
竜
王
戦
の

予
選
大
会
で
あ
る
。

部
長

井
上
和
也
君

(

２
‐
７)

・
普
段
の
部
活
の
様
子
は
？

い
つ
も
は
御
座
所
、
冬

季
は
銀
杏
会
館
で
。

・
普
段
の
練
習
の
様
子
は
？

対
局
は
公
式
戦
よ
り
時
間

を
短
め
に
し
て
い
て
、
対
局

相
手
は
自
由
。
お
手
本
テ
キ

ス
ト
や
新
聞
の
切
り
抜
き
を

利
用
し
て
、
詰
め
将
棋
を
し

た
り
実
際
に
棋
譜
を
並
べ
て

分
析
を
し
て
い
る
。

・
部
活
の
雰
囲
気
は
？

和
気
あ
い
あ
い
と
、
た

ま
に
談
笑
し
な
が
ら
や
っ

て
い
る
。
対
局
中
は
勝
敗

を
あ
ま
り
気
に
せ
ず
対
局

し
、
対
局
中
は
「
次
の
手
は
」

な
ど
の
口
出
し
を
せ
ず
、
対
局

後
、
反
省
を
言
う
こ
と
も
あ
る
。

・
次
の
大
会
の
意
気
込
み

次
の
大
会
は
は
個
人
戦
。
対

局
中
は
マ
イ
ナ
ス
思
考
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し

た
い
。
と
り
あ

え
ず
、
予
選
を

突
破
し
た
い
。

・
新
入
生
へ

上
下
関
係
の

激
し
く
な
い
部

活
で
す
。
新
し

く
入
っ
て
も
堅

苦
し
く
な
い
部

な
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
見
学
に
来
て
下
さ
い
。

＊

＊

＊

＊

ま
た
、
活
動
中
の
部
員
に

も
部
活
の
雰
囲
気
を
聞
い
た
。

馬
場
恭
平
君
（
２
―
８
）

将
棋
部
は
暗
そ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
と
思
う
が
、
入
っ
た
ら

楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

顧
問
の
先
生
に
も
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
い
た
。

別
所
浩
司
先
生

強
者
ば
か
り
だ

が
、
そ
の
中
で
自

分
の
力
を
発
揮
し

て
く
だ
さ
い
。
期

待
し
て
い
ま
す
。

キマグレ 第321号 彦根東高校 新聞 平成21年 (2009年) 6月2日 （火）

速報新聞

発行所

彦根東高等学校

新聞部
彦根市金亀町４番７号

▲将棋盤を前に考え

る井上君

▲

試合前にルービッ

クキューブをする部

員も。これで試合前

の調子がはかれるそ

うだ。

▼

対
局
中
の
部
員
は

真
剣
そ
の
も
の
。

▼詰め将棋をする際に

使用する本

▼真剣に将棋を指す部員たち。駒の

『パチパチ』という音が響く。

▼

こ
こ
で
盤
上
の
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

今
回
は
、
御
座
所
の
一
室
で

活
動
を
す
る
将
棋
部
に
取
材
を

行
っ
た
。
そ
こ
で
、
部
長
に
大

会
の
意
気
込
み
を
聞
い
た
。


